
明倫短期大学学会 月例研究会抄録

平成 29年度明倫短期大学学会月例研究会は,平
成 29年 5月 24日 の第 85回 から 1月 25日 の第 91

回まで計 6回 開催された.歴年の演題名等は学会
HPを ご参照下さい。

第85回 :2017年 5月 24日 (水)  座長 :本間和代

論文の書き方・テーマ・統計処理

河野正司 (明倫短期大学学長)

植本一範 (歯科技工十学科 )

平成 29年度より,歯科技工士学科専攻科生体技
|:専攻が大学改革支援学位授与機構認定専攻科とし

て新たなスター トを切った。歯科衛生士学科専攻科

日腔保健衛生学専攻と併せ,両学科において,学修

成果レポート (卒業論文)のために,計画的に研究

を遂行し,データを分析し,論文形式に仕上げるべ

く取り組む必要がある.こ こでは,専攻科学生とと

もに,若手教員にとっても重要と考えられる,論文
の書き方,研究の進め方について,河野学長より改
めてお話し頂いた.さ らに植木講師より,データ分

析,統計処理手法およびその目的について解説した。

第86回 :2017年 6月 22日 (木)  座長 :野村章子

ノンメタルクラスプデンチャーのメンテナンス
～間接法による義歯修理について～

伊藤圭一 (歯科技工士学科 )

近年,金属製クラスプを使用しないことによる優
れた審美性により,部分床義歯症例においてノンメ

タルクラスプデンチャーが使用される機会が増えて

いる.ノ ンメタルクラスプデンチャーは,床用レジ
ンとしてポリアミド系,ポ リエステル系,ポ リカー

ボネート系,ア クリル系の熱可塑性レジンが用いら
れている.曲げ強さ。曲げ弾性率は各材料で異なる

が,し なやかで回復力に富む特長は金属製クラスプ

を用いずとも義歯の離脱力に抵抗できつつ,コ ンパ

クトで装着感に優れる設計を可能にした.

その一方で,ノ ンメタルクラスプデンチャーは修

理が難しいことが指摘されている.ポ リエステル系
レジンのように常温重合レジンとの接着に優れる

材料もあるが, これまでノンメタルクラスプデン

チャーの代表的な材料であったポリアミド系レジン
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は常温重合レジンとは接着しない樹脂であるため,

直接法による修理は不可であることや,ポ リカーボ

ネー ト系レジンに関しても直接法による修理は,接

着面で剥離が起きることがあるため不向きである.

ただし,レ イエング樹脂 N・ の間接法によるリペア

については,再射出による熱溶着が行えるため,増
歯,破折ならびにリラインに関するリペアを容易に

行うことが出来る.今回は, レイエング樹脂 N・ を

用いたノンメタルクラスプデンチャーの間接法によ

るリペア方法について報告した.

アイル ラン ドの歴史 と言語

廣瀬浩二 (歯科衛生士学科)

アイルランド政府奨学金 (2015 1reland Scholarship

Programme)を 得 て行 った ダブ リン市立大学

(Dublin City University,DCU)で の研究報告であ

る .宿泊先は,Ms Sharon Keely宅 であった。DCU
の教員,Ms Sharon Keely,町 で出会ったダブリン

市民と対話する中で,ア イルランドの歴史と言語の

関係に興味を抱 き,ア イルランドにおける言語使

用の変遷を紀元前 8000年 からアイルランド語の形

成期といわれる 1500年 までを遡って概観 した。中

石器時代の紀元前 8000年 から7000年 の間に,最
初の人間がアイルランドに足を踏み入れた .紀元前

1200年 頃,ケ ル ト人がイベリア半島から来て,ア
イルランド南部と西部に定着した .彼 らの話す言語

は Q―Celticと 呼ばれている .その後,数世紀に亘っ
て,ケ ルト人は初期アイルランド居住者と融合し,
ゆっくりと彼らの言語と文化を吸収していった .こ

の言語の進化が,ア イルランドの島全体に普及する

ゲール語 (Irish Gaelic)と なった .その後,バ イキ
ングやアングロノルマン人の使用した言語の影響を

受け,初期現代アイルランド語へと発展した .

第87回 :2017年 7月 27日 (木)  座長 :木暮ミカ

シミュレーション画像を使用した

歯の色の似合い評価

小野真奈美 (歯科衛生士学科 )

本学歯科衛生士学科学生のうち,自分の歯の色に

不満があり,ホ ワイトニングを希望する12名 に対し,

視感比色法によるシェードテイキングと顔写真撮影

明倫短期大学学会報告


